
70 712019  SUMMER 2019  SUMMER

析・棚卸しを行った。今回のプロジェクト
でホスト系インフラとプログラム開発のリ
ーダーを務めた情報システム部の中村英隆
氏（IT開発グループ）は、「プログラムの利
用状況を踏まえて、メインフレーム上にあ
った6500本から未使用のプログラム約
600本を除外し、約4300本のCOBOLプ
ログラムと、約1600本のWFL（CLに相
当）を移行対象としました」と述べる。
　プログラムのコンバージョンはCOBOL
からILE COBOLへの変換ツールを開発し、
実施した。そしてコンバージョンしたプロ

グラムをIBM i上で走行させ、その結果とユ
ニシス・メインフレームでの結果とを比較
する方法でテストを進めた。
　移行先のメインサーバーは、Power 
Systems S814とした。その4コアのうち、
3コアを基幹系に、1コアを情報系と開発用
に使用する。そして同じ内容のS814をバ
ックアップ機として用意し、Quick-EDD
によるHA構成を組んだ。
　またIBM i上ではWebサーバーやJavaが
ネイティブで稼働するので、従来別建ての
ブレードサーバー上に配置していたプログ

ラムの多くを取り込んだ（図表3）。
　田畑氏は、「IBM iへの移行によってデー
タベースが階層型からリレーショナル型へ
と変わるのを移行の検討段階から注目して
いましたが、IBM iと外部SQL Serverとの
連携によって、グループ全体でBI・データ
活用を推進する基盤を効率よく実現できま
した」と話す（図表4）。

基幹システムの大半を
クラウドで稼働させる構想

　サービスインは2018年1月。最初の1～
2カ月こそ、ユニシス・メインフレームと
IBM iの10進数データに対する制約の違い
によってエラー（10進数データエラー）が
起きたりしたが、現在は「CPUパワーが格
段に上がったこともあり、快適に利用でき
ています」と、田畑氏は評価する。
　同社では将来的に、「基幹システムの大半
をクラウドで稼働させる」という構想を描
いている。
  「従来は業務の効率化を主眼にシステム化
を進めてきましたが、次世代向けのシステ
ム基盤が整ったこれからは、経営への貢献
がテーマです。それにはシステム資源を可
能な限りもたず、経営・業務の変化には、そ
の時どきのベストを社内・社外から選択し
対応していくことが必要です。今後は、今
回導入したIBM iの保守サービスが切れる
までに基幹プログラムを順次、クラウドや
オープン系システムへ切り出していき、で
きるだけ身軽にしていく計画です。まだ移
行したばかりですが、時間はそんなに残っ
ていないと考えています」（田畑氏）
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図表3 移行に伴うWindows系サーバーの整理・統廃合

図表4 BI・データ活用を促進する新しい仕組み
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基幹システムのトラブルを機に
帳票基盤の改革へ

　ビジネス・リンクスは、1989年に日本
オフィス・システムと兼松の合弁により誕
生した会社である。日本オフィス・システ
ムの旧サプライ部門が元々の母体で、
2000年に同社経営陣が事業内容と人的資
源を継承して再スタートを切り、現在に至
っている。
　合弁当初はIBMタイプライターとそのサ
プライ用品の販売を中心に行っていたが、
2000年以降はプリンタや複合機などのOA
製品とサプライ用品の販売に主軸を移した。
　現在は、オフィスソリューション事業と、
その関連で生まれたドキュメントソリュー
ション事業やOA機器のリサイクル支援事
業などを幅広く展開中だが、「2015年以降、
サプライ商品販売のビジネス規模が大きく
膨らみ、急増する請求書発行などの事務作
業をどう効率化するか、喫緊の課題になっ
ていました」と、代表取締役社長の長瀬明
氏は振り返る。
　同社では従来、IBM i上の基幹システム
で発行した請求書データをインパクトプリ

ンタ（5577）で4枚綴りの専用用紙に印
刷する運用を行っていた。ただし、その基
幹システムは、会社設立時の30年前にパッ
ケージ（当初はD-PACK、後にGUI-PA
CK）をカスタマイズして構築したものだ
ったので、請求書一つを取ってみても現状
に合わない部分が多々生じていた。また、
インパクトプリンタが不具合を起こすこと
も少なくなく、その解決も課題となってい
た。
　そうした折、基幹システムで月次更新が
行えないというトラブルが発生した。12月
の決算期を目前に控えた2017年12月のこ
とである。システムを30年来担当してきた
技術者はすでに定年で退職しており、社内
には対応できるものがいなかった。仕方な
く月次更新を行わないまま12月が過ぎ、本
決算も行わないまま次年度に入り、2018
年1月の月次更新も行えないままであった。
　長瀬氏はそのさなかに、福岡情報ビジネ
スセンター（FBI）の三角政義氏（マーケ
ティング担当顧問）に自社の窮状を相談し
ている。そして三角氏から、折しもFBIへ
の入社決めていた橘孝子氏を紹介されたこ
とから、トラブルの解決へ向けて具体的な
動きが始まった。橘氏は、ベンダーでフロ
ントSEを長く務め、D-PACKをはじめと
するPACKシリーズでのPM経験も豊富に
もつベテランのIBM i技術者である。
  「トラブルの内容を精査したところ、パッ
ケージのカスタマイズ部分が行う月次更新
でデータのアップデート処理がうまく行わ
れず、エラーが起きたことが判明しました。
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本 　 社：東京都千代田区
設 　 立：2000年
資 本 金：5000万円
売 上 高：28億円 
従業員数：21名
事業内容：事業内容：各種オフィス機器・
オフィス用品の販売を行うオフィスソリュー
ション事業、請求書などの編集・印刷・封入・
封緘・発送を行うドキュメントソリューション
事業、OA機器のリサイクル支援事業など
http://www.bll.co.jp/

現在は、オフィスソリューション事業、
ドキュメントソリューション事業、OA
製品のリサイクル支援事業など、オフィ
スに関連するビジネスを幅広く展開して
いる。オフィスソリューション事業は、各
種OA機器をはじめとして、オフィス家
具・内装・移転・セキュリティなどオフ
ィスに関わるあらゆる設備・備品の販売・
ソリューション。ドキュメントソリュー
ション事業は、顧客情報などを預かり、
編集・加工から印刷・封入・封緘・発送
までを一貫して受託するトータルサポー
トサービスである。

UT/400とクラウドを採用し
5577を撤廃、帳票基盤を改築
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4枚綴り専用用紙の内容を、基幹プログラムの改修とUT/400によりA4・A5サイズ化
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システムは度重なるカスタマイズでブラッ
クボックス化し、ドキュメントもなかった
ので原因をすぐには特定できませんでした。
ソースを読み解きながら簡易的なドキュメ
ントを作るところから始め、最後はプログ
ラムを組んでデータのリカバリを行ったう
えで年次更新までこぎつけ、トラブルシュ
ーティングしました」と、橘氏は語る。
　修復作業は2018年2月にスタートして4
月に完了。同社では4月に懸案の本決算締
め処理をシステム上で行うことができたが、
もう1つの懸案事項である業務の効率化へ
向けて、引き続き、基幹システムの改築を
FBIへ依頼することにした。
  「当社では請求書発行で使用している4枚

綴りの専用用紙をA4用紙に変更したいと
考えていましたが、FBIが5577からオフィ
スプリンタへの改築経験をもっているとの
ことだったので依頼することにしました」
と語るのは、管理本部の橋本礼司氏である。

基幹プログラムの改修と
UT/400の採用で一新

　FBIの提案は、アイエステクノポートの
UT/400を導入し、基幹システムで発行し
た請求書などのデータ（SCSスプールデー
タ）にUT/400で作成したオーバーレイを
かけてPDF化し、複合機やオフィスプリン
タにダイレクトに出力する、というものだ
（図表1）。

　4枚綴り専用用紙の「請求書（控）」「請
求書」「納品書」「送金案内」という内容は、
A4サイズの上下に「請求書」と「納品書」
を配置し、「送金案内」の銀行口座情報は
「請求書」のなかにレイアウト、「請求書
（控）」はUT/400の基本機能の1つである
PDF化を利用してIBM i上のIFSに保存す
る形とした。
　また「合算請求書」は明細行を大幅に増
やし、Excelなどで別途作成していた“か
がみ部分”も「請求書」のなかに配置。さ
らに「Z納品書」と呼ぶ顧客への納品報告
書は、「納品書」のみをA5サイズで印刷す
る形に変更した（図表2）。
　橘氏はこれを実現するために、基幹シス

テム（GUI-PACK）の改修と、UT/400と
IBM iとの連携の作り込みを行った。
  「UT/400は、スプールデータの順番に従
ってオーバーレイをかける仕組みなので、4
ページ目にある情報を1ページ目のオーバ
ーレイに反映させるには、基幹システム側
でプログラムの改修が必要になります。今
回は、新しい帳票ニーズに対応するために、
さまざまな部分でかなり細かい改修を実施
しました」（橘氏）
　また橋本氏は新しい請求書・納品書のレ
イアウトイメージをExcelで作成。アイエ
ステクノポートはそのイメージを基にオー
バーレイを開発し、IBM iとUT/400との
連携に関する技術アドバイスも担当した。

　橋本氏の感想は、「レイアウトイメージど
おりの帳票ができあがってきたので非常に
驚き、感動しました」というもの。橘氏は、
「今回のプロジェクトがスムーズに運んだの
は、ビジネス・リンクスとアイエステクノ
ポートと当社の3社がうまく連携できたか
らだと考えています」と話す。
　今後は、顧客の求めに応じて都度作成し
ている「顧客別納品書」なども（現在はPC
上で加工してオフィスプリンタで印刷）、段
階を経てUT/400化を進める予定である。

「Powerクラウドサービス」により
運用工数削減とリスクヘッジを実現

　完成させた新しいシステムを含む基幹シ

ステム上のアプリケーションはすべて、FBI
の「Powerクラウドサービス」を利用して
Powerクラウドセンター（FBI）に移植した。
Powerクラウドサービスでは、24時間365
日のシステムサポートが受けられるので、
ユーザー側の運用工数を大幅に削減できる。
  「クラウドへの移行は、リスクヘッジも大
きな目的でしたが、今回は基幹システムの
トラブルシューティングから基盤改築、業
務の効率化、クラウドへの移行まで、従来
からの課題を一挙に解決できました。業務
の効率化では、まだ取り組むべき課題が山
ほどあるので、今回の基盤整備を弾みとし
て、継続的にシステムの高度化を進めてい
く考えです」と、長瀬氏は抱負を語る。

図表2 伝票の改革

図表1 UT/400導入とクラウド移行による基幹システム改築
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専用伝票

・合算請求書
・個別請求書
・Z納品書

合算請求書
個別請求書
Z納品書
（SCSスプール）

伝票保存
（PDF)

請求書／納品書印刷（A4）
Z納品書印刷（A5）

・紙削減
・専用伝票廃止
・A4サイズ化
 （一部A5サイズ）
・PDF保存
・再印刷可能
・オープンプリンタ化
・作業工数削減

送金案内

納品書

請求書

請求書（控え）

インパクト・プリンタ
（IBM 5577）

控え伝票保管（紙）

PC プリンタ

複合機 プリンタ

PDF PDF PDF

IFS

UT/400

UT/400用OUTQ

UT/400-iPDC
PDF作成

PDF
オーバーレイ

顧客別
納品書印刷

納品書のデータを
基にWordなどで作成

A5用紙
（複合機・プリンタで印刷）

Z納品書

PDF
（IFSに保存）

PDF
請求書（控）

A4用紙
（複合機・プリンタで印刷）

送金案内

個別請求書

納品書
合算納品書

合算
請求書

（明細40行）
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